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平成29年度　再評価対象事業一覧表（第2回委員会）種別 補助事業名 河川・道路名等 事業区間 事業採択年度 用地着手年度 工事着手年度 全体事業費(百万円) 総投資額H28年度末(百万円) 事業概要（事業進捗状況等） 対応方針(案)道路 社会資本整備総合交付金事業 一般国道169号 高取バイパス Ｈ１０ Ｈ１２ Ｈ１３ 14,400 9,980 工事延長Ｌ＝３．４０ｋｍ事業進捗率７３％ 継続道路 地域連携推進事業 一般国道168号 阪本工区 Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ２８ 6,650 1,682 工事延長Ｌ＝１．４０ｋｍ事業進捗率３８％ 継続道路 社会資本整備総合交付金事業 一般国道369号 大保道路 Ｈ２０ Ｈ２７ Ｈ２８ 1,360 261 工事延長Ｌ＝１．６０ｋｍ事業進捗率２０％ 継続道路 社会資本整備総合交付金事業 一般国道369号 香酔峠工区 Ｈ１６ Ｈ１８ Ｈ１８ 2,480 1,242 工事延長Ｌ＝０．９４ｋｍ事業進捗率７２％ 継続道路 社会資本整備総合交付金事業 主要地方道枚方大和郡山線 中町工区 Ｈ２４ Ｈ２７ Ｈ２７ 3,000 533 工事延長Ｌ＝１．６０ｋｍ事業進捗率２８％ 継続道路 社会資本整備総合交付金事業 主要地方道桜井吉野線 百市工区 Ｈ１７ Ｈ２２ Ｈ２４ 2,250 677 工事延長Ｌ＝１．４０ｋｍ事業進捗率４５％ 継続道路 社会資本整備総合交付金事業 一般県道椿井王寺線 椿井～三室工区 Ｈ１８ Ｈ２３ Ｈ２２ 3,020 1,778 工事延長Ｌ＝０．９５ｋｍ事業進捗率６３％ 継続



事業評価項目一覧表事 業 名 社会資本整備総合交付金事業 事業主体 奈良県河川･道路名等 一般国道３６９号 事業箇所 大保道路評 価 項 目 及 び 評 価 内 容事業の目的及び必要性□目的・交通安全性の向上、救急救命活動の支援、緊急輸送道路ネットワークの機能強化、地域間交流の充実。□必要性・県内の国道369号において唯一の2車線整備が完了していない区間、自動車の円滑な交通の確保および通行車両および通学児童の交通安全性の向上。救急救命活動を支援する道路である。県北東部の南北方向の緊急輸送道路が強化される。地域間交流の充実に貢献する道路である。 (資料ｐ．５～１１)事業策定の経緯□当時の状況・道路の幅員が狭く車両のすれ違いが困難。児童が沿線を通学しているが、歩道がなく危険な状況。□着手までの経緯上記の課題および地元要望による (資料ｐ．８)事業の効果(費用対効果や施策的な効果など)□計画時の効果 ・Ｂ／Ｃ＝１．２□現時点の効果 ・Ｂ／Ｃ＝１．１ (資料ｐ．１２)事業の進捗状況(着手時からの社会経済情勢の変化、事業の問題点、克服度など)□進捗状況・事業進捗率：２０％□執行の遅延及び原因・執行の遅延は発生していない (資料ｐ．１４)事業進捗の見込み□進捗の対策・用地買収率 ９６％（平成２９年１０月末時点））□進捗の見込み・引き続き、残る１件の用地買収を推進する。(資料ｐ．１４)事業の対策平成３０年代半ばの事業完了を目標に事業推進に努める。 (資料ｐ．１７)その他□関係機関等の意向奈良市都市計画マスタープランにおいて市内の主要な地域を結ぶ地域幹線道路として位置づけ。□関連事業の有無 (資料ｐ．１３)
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１．路線の状況（県内の１．路線の状況（県内の１．路線の状況（県内の１．路線の状況（県内の一般国道３６９号一般国道３６９号一般国道３６９号一般国道３６９号））））

■一般国道369号は、奈良県奈良市を起点とし、

三重県松坂市に至る延長約128ｋｍ（奈良県域

約86ｋｍ）の幹線道路。

■県内は全線が緊急輸送道路に指定されている。

■奈良県東部地域の各市村を繋ぐ唯一の幹線道

路であり、日常生活を支えるうえで欠くことので

きない道路。

一般国道369号

大保道路

西名阪自動車道
名阪国道

至三重県松阪市
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１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）１．路線の状況（骨格幹線道路ネットワーク）

骨格幹線ネットワーク

（大和平野部）

出典：奈良県道路整備基本計画

一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保大保大保大保道路道路道路道路
L=1.6km

■一般国道369号大保道路は、奈良県北東部に位置する幹線道路であり、延長約1.6kmの道路

整備事業である。

■本道路は、奈良市市街地から奈良市北東部の地域を経由し、名阪国道へ繋がる道路であり、

奈良県道路整備基本計画(平成26年7月)において、骨格幹線道路ネットワークにおける路線

の線的整備箇所として重点的な整備を推進する路線に位置づけられている。

　　　　　高規格幹線道路・有料道路　　　　　４車線以上　　　　　２車線　　　　　未改良区間　　　　　路線の面的整備箇所　　　　　結節点の線的整備箇所　　　　　課題箇所の面的検討箇所
凡　　例骨格幹線道路事業展開箇所 結節点の点的整備箇所路線の線的整備箇所課題箇所の面的検討箇所
高規格幹線道路・有料道路
4車線以上
2車線未改良区間凡 例骨格幹線道路事業展開箇所



１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）１．路線の状況（周辺の状況）
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■一般国道369号大保道路は、奈良市街より柳生地区を経由し、名阪国道針インターに繋ぐ

路線である。

■大保道路を除き、県内の一般国道369号は2車線整備が完了している状況である。

◆◆◆◆事業区間事業区間事業区間事業区間位置図位置図位置図位置図

名阪国道 針IC

一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保大保大保大保道路道路道路道路
L=1.6km

奈良市街 奈良市

天理市 宇陀市

山添村
木津川市

奈良県
京都府 笠置町 南山城村

169

163

25

24

至松阪市

柳生地区
2車線2車線1車線

2車線 写真1・2 2車線整備済み区間の状況国道369号
1車線（大保道路の現道）
2車線（大保道路の前後は全て2車線）

369

369

369



２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要２．事業の概要
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◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的◆事業の目的 ◆事業◆事業◆事業◆事業概要概要概要概要路線名 一般国道369号大保道路事業区間 奈良県奈良市大保町事業延長 1.6km構造規格 第３種第３級設計速度 40km/h計画交通量 1,200台/日車線数 ２車線道路幅員 9.75m事業費 全体事業費 約13.6億円事業の経緯 平成20年度 事業化

・交通安全性の向上

・救急救命活動の支援

・緊急輸送道路ネットワークの機能強化

・地域間交流の充実

◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造◆事業区間の道路構造

対象事業（現道拡幅）一般国道その他の道路凡 例対象事業による土工範囲※単位（m）



事業中高速自動車国道一般有料道路一般国道（直轄）一般国道主要地方道一般都道府県道
【対象事業】【その他道路】凡 例

２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）２．事業の概要（計画図）
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■一般国道369号大保道路は、奈良市大保町内の延長約1.6kmの道路。

■奈良県内の国道369号における唯一の2車線整備が完了していない区間。

◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図◆事業区間計画図

一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保道路大保道路大保道路大保道路
L=1.6km

写真1・2 国道369号現道の状況

奈良市奈良県

至針IC・松阪市

京都府南山城村

山添村
至奈良市街

4

25

47 172

奈良市柳生町

奈良市大保町1車線2車線
2車線

80

369

369



367 3601.00 0.98
0.97

0.000.200.400.600.801.001.20
0100200300

400500600
H22 H27奈良市 奈良市 奈良県

（千人） （対H22伸び率） 179 1801.00
1.01
1.01

0.000.200.400.600.801.001.20
050100150

200250300
H22 H27奈良市 奈良市 奈良県

（千台） （対H22伸び率）

7

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

◆奈良市の自動車保有台数◆奈良市の自動車保有台数◆奈良市の自動車保有台数◆奈良市の自動車保有台数

◆国道◆国道◆国道◆国道369369369369号の交通量号の交通量号の交通量号の交通量

出典：道路交通センサス

■国道369号の交通量は、減少傾向（対H22伸び率0.82） 。

■奈良市の人口は、横ばいで推移（対H22伸び率0.98）。

■奈良市の自動車保有台数は、横ばいで推移（対H22伸び率1.01） 。

出典：国勢調査 出典：奈良県統計年鑑

小型車交通量大型車交通量対H22伸び率

※二輪車を含まない

◆奈良市の人口◆奈良市の人口◆奈良市の人口◆奈良市の人口

一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保道路大保道路大保道路大保道路37 32579 475616 5071.00 0.82
0.00

0.40

0.80

1.20

04008001,200
H22 H27

（台/12ｈ） （対H22伸び率） 奈良市
25

172

4

47

60 山添村
交通量調査交通量調査交通量調査交通量調査地点地点地点地点奈良市柳生町奈良市柳生町奈良市柳生町奈良市柳生町

369

369



■一般国道369号大保道路の現道は、道路の幅員が狭く車両のすれ違いが困難な状況であり、自動車

同士の正面衝突事故も発生している。（H22・H25の2件発生）

■大保町尾羽根地区は5名の児童がバス停まで徒歩で通学しているが、現道は歩道もなく、危険な状況

となっている。

■本道路の整備により、円滑な交通が確保され、通行車両および通学児童の交通安全性の向上が期待

される。

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【交通交通交通交通安全性の向上安全性の向上安全性の向上安全性の向上】】】】

8

一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保大保大保大保道路道路道路道路
奈良市奈良県

至針IC・松阪市

京都府南山城村

山添村至奈良市街
369

4

25

47 172

369

奈良市柳生町

奈良市大保町

柳生小学校

自動車同士の正面衝突事故が2件（H22・H25）発生
◆◆◆◆柳生小学校柳生小学校柳生小学校柳生小学校の声の声の声の声

出典：柳生小学校ヒアリング結果（H29.10）
校区が非常に広いため、在校生53名中48名がスクールバスで通学しています。尾羽根地区（大保町内）の道路は歩道がないにもかかわらず、朝はゴルフ場などに急ぐ他府県ナンバーの車が見受けられます。児童がスクールバスを待っている時間帯と重なるため特に危険を感じています。歩道の設置は急務であると考えており、整備をお願いしたいと思います。

大保町尾羽根地区

◆国道◆国道◆国道◆国道369369369369号現道の号現道の号現道の号現道の道路状況道路状況道路状況道路状況

写真1 すれ違い困難な狭幅員区間 写真2 バス停付近に歩道がない状況



３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【救急救命活動の支援救急救命活動の支援救急救命活動の支援救急救命活動の支援】】】】
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■一般国道369号大保道路の現道は、道路の幅員が狭くカーブが多いため走行性が低下して

いる。このため、奈良市丹生町への救急出動時は東側の県道25号を利用している。

■大保町への救急搬送時は大保道路の現道を利用するが、患者への負担が懸念される状況。

■本道路の整備により走行性が向上し、救急搬送時間の短縮が図られるとともに、搬送時の患

者への負担軽減が期待される。（一般車両では6分の短縮）

◆奈良市東消防署東部分署管内からの救急◆奈良市東消防署東部分署管内からの救急◆奈良市東消防署東部分署管内からの救急◆奈良市東消防署東部分署管内からの救急搬送の状況搬送の状況搬送の状況搬送の状況

針IC

奈良市

天理市
山添村

木津川市
奈良県

京都府 笠置町

25

◆◆◆◆奈良市東消防署東部分署奈良市東消防署東部分署奈良市東消防署東部分署奈良市東消防署東部分署救急救急救急救急搬送状況搬送状況搬送状況搬送状況出動件数 323件搬送人員 292人【搬送状況（平成28年）】【奈良市大保町・丹生町への出動件数（平成24年4月～29年10月）】

出典：奈良市東消防署東部分署ヒアリング結果（H29.11）

◆◆◆◆奈良市東消防署東部分署奈良市東消防署東部分署奈良市東消防署東部分署奈良市東消防署東部分署のののの声声声声

国道369号の現道は、川沿いを通るためカーブが多い

うえ、幅員が狭く対向車をよけづらい状況です。そのた

め、ここをできるだけ通らないようなルートを選択してお

り、丹生町への出動時は県道25号へ迂回しています。しかし、

大保町への出動時はこの区間を通らざるを得ず、頻繁なアクセ

ル・ブレーキ・ハンドル操作が患者の負担となっています。

大保町の前後の区間は広く走りやすくなっており、ここだけが

狭くもったいない状況です。2車線あれば対向車がいても問題

なく安全に走行することができ、こちらを通行するようになると思

います。

奈良市大保町市立奈良病院市立奈良病院市立奈良病院市立奈良病院
高井病院高井病院高井病院高井病院

奈良市奈良市奈良市奈良市東消防署東消防署東消防署東消防署東部東部東部東部分署分署分署分署
奈良市丹生町
奈良市柳生町

169

南山城村木津川市大保町へは国道369号現道を利用
25

47

80

80

47

4

一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保大保大保大保道路道路道路道路
丹生町へは狭い大保道路区間を避けて東側に迂回

布目ダム 大保町 41件丹生町 34件25

にゅうちょう

に ゅ う ち ょ う

にゅうちょう 東消防署東部分署 丹生町大保道路大保道路大保道路大保道路なしなしなしなし（県道（県道（県道（県道25252525号を迂回）号を迂回）号を迂回）号を迂回）
20202020分分分分大保道路大保道路大保道路大保道路ありありありあり

14141414分分分分

6666分（分（分（分（30303030％％％％）短縮）短縮）短縮）短縮

【東部分署から丹生町への所要時間】にゅうちょう東部分署からの大保町・丹生町への出動ルート
172

大保町・丹生町から病院への搬送ルート
369

369



３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化緊急輸送道路ネットワークの機能強化】】】】

◆香芝消防署救急搬送状況

■一般国道369号大保道路は、第2次緊急輸送道路に指定されており、災害時に緊急車両の通

行を確保すべき重要な道路。

■本道路の整備により、県北東部地域の南北方向の緊急輸送道路が強化され、東西方向の国

道369号・県道4号および県道80号と併せて相互に機能を補完することが可能となる。

出典：奈良県緊急輸送道路ネットワーク図（H29.6）
10

◆奈良県緊急輸送道路ネットワーク

東西方向の緊急輸送道路の相互補完が可能に
169

369

25

24

369

4一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保道路大保道路大保道路大保道路
80

80

針針針針IC・道の駅針テラス・道の駅針テラス・道の駅針テラス・道の駅針テラス

凡 例緊急輸送道路 第1次緊急輸送道路第2次緊急輸送道路
災害管理対策拠点 県庁・総合庁舎生活圏中心都市の市町村役場その他市町村役場道路管理者（土木事務所）交通管理者（県警）道路管理者（直轄）陸運局・郵便局・気象台道路会社・鉄道会社・放送局輸送拠点 ヘリポート卸売市場・トラックターミナル

IC・PA・SA・道の駅・鉄道駅前広場ライフライン拠点 ガス・電気・電話救急活動拠点 消防署日本赤十字病院広域避難地・自衛隊基地



一般国道一般国道一般国道一般国道369号号号号大保大保大保大保道路道路道路道路

３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点

２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果２）事業の整備効果【【【【地域間交流の充実に貢献地域間交流の充実に貢献地域間交流の充実に貢献地域間交流の充実に貢献】】】】

◆香芝消防署救急搬送状況

■一般国道369号は、奈良市改訂都市計画マスタープラン（平成27年7月）において奈良市中

心部や月ヶ瀬地域、都祁地域などの地域間の連携強化のため、改善整備を促進する道路に

位置づけられている。

■本道路の整備により、奈良市東部各地域間の交通利便性が向上し、ひと・もの・情報などの

交流が充実することを期待できる。
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◆◆◆◆奈良市東部の交流を支える道路交通奈良市東部の交流を支える道路交通奈良市東部の交流を支える道路交通奈良市東部の交流を支える道路交通

ネットワークネットワークネットワークネットワーク

名勝「月ヶ瀬梅林」

ユネスコ無形文化遺産「題目立」 情報発信拠点 道の駅「針テラス」

月ヶ瀬温泉

月ヶ瀬地域

都祁地域

八柱神社八柱神社八柱神社八柱神社（題目立）（題目立）（題目立）（題目立）

月ヶ瀬梅林・月ヶ瀬梅林・月ヶ瀬梅林・月ヶ瀬梅林・月ヶ瀬温泉月ヶ瀬温泉月ヶ瀬温泉月ヶ瀬温泉奈良市中心部奈良市中心部奈良市中心部奈良市中心部 月ヶ瀬地域月ヶ瀬地域月ヶ瀬地域月ヶ瀬地域
都祁地域都祁地域都祁地域都祁地域

針テラス針テラス針テラス針テラス



３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点３．事業の必要性等に関する視点
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３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果３）事業の投資効果

※１ 便益・費用については、現在価値化した値である。※２ 残事業については、基準年の翌年度以降の残事業費及び翌年度以降の供用により発生する便益で算出している。

■算出条件等基準年 ：平成29年度検討期間 ：50年間現在価値算出のための社会的割引率交通量の推計時点 ：平成42年度推計に用いた資料 ：平成17年度道路交通センサス適用した費用便益分析 ：平成20年11月版マニュアル事業費 ：11.8億円（現在価値）維持管理費 ：861千円/km作成主体 ：奈良県
：4％

◆残事業

（前回再評価時Ｂ／Ｃ＝１．５）
便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1

費用便益比（B/C）
12.3億円 0.9億円 0.0億円 13.2億円

1.1費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

11.8億円 0.2億円 12.0億円
便益（B） 走行時間短縮便益 走行経費減少便益 交通事故減少便益 総便益※1

費用便益比（B/C）
12.3億円 0.9億円 0.0億円 13.2億円

1.5費用（C） 事業費 維持管理費 総費用※1

8.8億円 0.2億円 9.0億円



３．３．３．３．事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点事業の必要性等に関する視点
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４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等４）地域における計画等

事業の位置づけ

○奈良県道路整備基本計画（平成26年7月）

骨格幹線道路ネットワークにおける路線の線的整備箇所として位置づけ重点的な整

備を推進。

〇奈良市改訂都市計画マスタープラン（平成27年7月）

国道369号を拠点間及び市内の主要な地域を結ぶ地域幹線道路として位置づけ、必

要に応じて改善整備や道路環境を整備。

要望経緯

○奈良県（奈良土木事務所）への要望事項 奈良市東部地域国道県道

改修期成同盟会会長（平成29年8月）

大保道路の早期改良を要望。
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５．前回再評価時との比較５．前回再評価時との比較５．前回再評価時との比較５．前回再評価時との比較

奈良市

国道369号

・交通量 616台/12h（H22）→507台/12h（H27） 109台/12h（17.7％）減

事業計画等

・事業進捗率 5％（H24）→20％（H29）

・用地進捗率 0％（H24）→96％（H29）

・事業費 約13.6億円（H24)→約13.6億円（H29）

・完了年次 平成30年度→平成35年度

費用便益比

・B/C 事業全体：1.2（H24）→1.1（H29）

残事業 ：1.3（H24）→1.5（H29)

・世帯数 147,421世帯（H22）→148,920世帯（H27） 1,499世帯（1.0％）増

・人口 366,591人（H22）→360,310人（H27） 6,281人（1.7％）減

・自動車保有台数 178,631台（H22）→180,339台（H27） 1,708台（1.0％）増
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６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完６．コスト縮減や代替案立案等の可能性及び事業完

了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点了後の良好な公共サービス提供の視点

◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工◆コスト縮減に配慮した施工

◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供◆事業完了後の良好な公共サービス提供

現在の計画で事業の進捗に問題がないため、代替案の検討は行わない。

◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性◆代替案立案等の可能性

供用開始時に、道路を利用される方々が安全で快適に利用していただけるよう、引

き続き関係機関協議等を着実に実施する。

建設発生土（残土）の有効利用により約23百万円のコスト縮減が期待される。

より一層コスト縮減に努めながら、引き続き事業を推進する。



７．対応方針（案）７．対応方針（案）７．対応方針（案）７．対応方針（案）
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� 国道369号の交通安全性の向上が図られる。

� 救急救命活動における患者負担の軽減、搬送時間の短縮が図られる。

� 緊急輸送道路ネットワークの機能強化が図られる。

� 地域間交流の充実が図られる。

� 費用便益比（B/C）は事業全体で1.1、残事業で1.5。

２．事業進捗の見込みの視点

一般国道369号大保道路は、事業の必要性等に関する視点、事業の進捗

の見込みの視点から継続が妥当と判断できる。

引き続き事業を推進し、早期の事業完了を目指すことが適切である。

事 業 継 続

１．事業の必要性等に関する視点

� 現在、用地買収及び擁壁工を実施中。事業進捗について大きな問題はない。

� 引き続き事業を推進し、平成30年代半ばの事業完了を目指す。


